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 NO.２９７ 

２０２５ ６-７ 月 
   

-－ 支援会員・寄金 3,000円（年額） 
＊会員には、本通信を配布します。 

       「曲がり角の風景と古典のチカラ」 

                自由が丘月寒スクール･理事/生活・事務担当 尾田 めぐみ 

 年を重ねていくにつれ、いつか自分も歴史の一部となっていくことが、自然と実感されるようになってきました。子ど

もの頃は戦争の経験を実体験として語る大人が周りにいたものですが、タイムスパンからするとそれは今から阪神

の震災を振り返るようなものだと気づいて愕然としたりします。ものごとのはやりすたりも見てきて諸行無常、盛者必

衰の理（ことわり）という言葉を、ああこういうことなんだなあ、と腹に落ちる感じ。その感覚をもって思うのは、我々はい

まいろんな意味で曲がり角にいるのだな、ということです。社会の中の学校の位置、国家のありよう、生命の意味、労

働とは、お金とは、そして「本当のこと」とは何か。あらゆることが移り変わる世の中にあっても今の変わり方は質が違

うというか、その先が見えない曲がり角にいるような。 

 その流れのなかで「将来のために」「子どもたちのために」何をすべきか、ということの中身も激変していきます。そ

ろばんが、塾が、語学が、プログラミングが、と言われてはうろうろしてきたことが思い起こされます。 

 それでも、壊れやすい心と身体だけが人という生き物の持ち物であることに古来変わりはなく、古典に帰る価値の

ある所以なのでしょう。先ごろスクール生徒に教えてもらったユーチューバー（でもある）藤村シシンさんという古代ギリ

シャ研究家に注目しています。シシン先生は一世を風靡したまんが「聖闘士星矢」を入り口に古代ギリシャ愛に目

覚めたそうですが、アカデミックな活動のみならず月桂冠をかぶった講演や玄人はだしのイラストを描いたり、動画

を含むあらゆる手段を使って愛を伝道しておられる様子がなんとも楽しそうでこちらも幸せを感じてしまいます。そし

て文学、まんが、ゲームなどの中に今も生き続ける古典の力をまざまざと感じます。 

 古代ギリシャ世界には統一国家が存在しなかったために、神話の統一がなされず地域ごとに好きな神々を信じて

いたとのこと、これもまたなんとなく痛快。 

[注：筆者は縁あって経理事務を受持ち、時に音楽/文学の授業や生活担当。昨年度より理事として支え役の一人（編集子）] 

 

注* スタッフ募集で来たのが 10 年近く前の事、気づけば生徒たちの人気者。「ナメコ」「ナメちゃん」の呼び名を売り（？）に理

科・社会系＋行事・居場所と幅広く担当。昨年度より3名役員配置の一人となり、期待は拡がる。   （編集子） 
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◆5月1～2日 ： ゴールデンウィーク特別行事小

学生・中学生合同でスクールお泊り企画を実施。 

二日目に札幌市青少年科学館を見学しました。 
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